
  

 

Code No.KG116
 

This product is generated from GANP® mice. 

 
G タンパク質共役受容体 (G protein coupled receptor: GPCR) は細胞膜に存在し、外部からの情報を受け、

様々な細胞機能の調節に重要な役割を果たしています。このうち ＧＰＲ４０ は膵臓β細胞に極めて特異的に

発現しており、長鎖遊離脂肪酸の受容体として、グルコース応答性や脂質の代謝に関与しています。長鎖脂

肪酸は GPR40 を介して、β細胞のグルコース応答性インスリン分泌を促進させます。 

高脂肪食を摂取させた GPR40 欠損マウスにおいては、肥満による高インスリン血症や脂肪肝が抑制される

ことが分かっています。一方、GPR40 を膵臓β細胞に過剰発現させたマウスは、β細胞の機能が低下し、糖

尿病を発症します。GPR40 は、遊離脂肪酸のβ細胞に対する急性及び慢性的刺激の両方に重要な役割を

果たすことが示唆されています。さらに、脂肪酸による乳癌細胞成長を、GPR40 が調節することも明らかとなり、

脂肪と癌の関係が示されています。 

脂質の代謝、肥満、糖尿病などの研究に本抗体をご使用下さい。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

研究用試薬

G タンパク質共役受容体、糖尿病、肥満 

抗マウス GPR40 モノクローナル抗体 (Clone No. G16) 
 

容量 25µg（100µL/vial） 
形状 マウスモノクローナル抗体  0.25mg/mL、凍結品 
バッファー PBS [2%ブロックエース（安定化タンパク質） 0.1%Proclin 含有] 
保管方法 －20℃以下 

抗体を低濃度にて低温保存されますと、失活する恐れがあります。 
融解後は 4℃で保存し、お早めにご使用下さい。 
また凍結融解を繰り返すことは避けて下さい。 

製造方法 マウス GPR40 の第 1 細胞外ドメイン部分で免疫した GANP マウスの脾臓細
胞とマウスミエローマ P3U1 を融合して得られたハイブリドーマから抗原に
反応性を示すクローンを選択。得られたクローンを無血清培地で培養し、Protein 
G アフィニティーカラムにて精製。  

交差反応性 
使用濃度 

ヒト 
免疫細胞染色：1.0 µg/mL 
フローサイトメトリー： 0.5 µg/mL 

免疫細胞染色 
HEK293 cells overexpressing human GPR40 
 
提供 
京都大学大学院薬学研究科 
ゲノム創薬科学分野 
辻本 豪三 先生 
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